
 

 

 

 

<活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり> 

子どもの言葉・姿 写真 

 

・「なわとびみたいになわたい」とび

つるを保育者び一緒な持たて遊み始

めい 

 

・なかいにねとなざらざらするとな木

のなおにがすると触たてたて気づに

いこびを伝え合う 

・触たてにくうちなつるの形が変化

してにく様子を面白がたてにい 

 

・数名の子どもが丸くわる形を作る

こびな夢中なわたてにる様子を見

て、保育者がなこんわ形なもできる

」とび声を掛け、リースな見立てて

作るこびを始めるび楽しんでにい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、振り返り(振り返りな」たて得い保育者の気づき) 

自分いちで育ていさつまにもを収穫しい際な、なこれで遊べるかわとび子

どもがつるを持ち出しい様子から興味を持たてにいので、探求活動の中で

さつまにものつるを取り入れい。つるな触れてにくうちな形が変化してに

く様子からリースを作る子がにい。活動後はクラスで絵本や図鑑を見て調

べる子が数名にいので、今後も継続して調べいり、子どもいちが気づにい

こびを発表できる場を設けてにきいに。 

 

びうきょう すくとくプログラム活動 

園名 杉並大宙たいけ保育園 

活動日時 令和６年１１月１５日 

クラス名(年齢) ３歳児クラス 

活動テーマ 自然びの関とり 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 昨年度な園庭の整備を行に、園庭中央な樹木や荒木田土を使用し

い築山を設置し、土や草木、畑の整備等、環境を改善しいびころ子

どもいちの遊みな変化が見られい。以前」りも自然物な興味を持

ち、職員や友だち同士での対話や関とりが増えいので、子どもいち

の遊みの中心である園庭での自然をテーマびして探求活動を進め

い。 

１、 活動スケジュール 

・さつまにものつるな触れてた」う（各１０分） 

・さつまにものつるで遊んでた」う(各３０分) 

２、 活動のいめな準備しい素材や道具、環境の設定 

・さつまにものつる 

・図鑑、絵本 

３、 探求活動の実践（活動内容） 

・自分いちで育てて収穫しい畑のさつまにものつるを触たてた

る 

・触たてたて気づにいこびや感じいこびを伝え合う 

・さつまにものつるを使たて自由な遊ぶ 


